
COVID-19のパンデミックが始まった後、驚異的なスピードでワクチ
ンが開発されて多くの命を救ったが、ウイルスは次々と変異を重ねてワ
クチンによる免疫から逃れ、感染拡大を繰り返している。一方パンデミッ
ク下での生活の変化は様々な感染症の発生を防いで来たが、次第に集
団免疫が低下し生活が元に戻ることで舞い戻って来た。特にインフルエ
ンザの再来が危惧されるが、ワクチンが被害を抑えてくれることが期待
される。ワクチンの意義と限界について概説したい。 【森内 浩幸 記】

一般社団法人北海道保険医会 WEB講演会のご案内

〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西６丁目６北海道医師会館３階 担当：政策部

TEL ・・・011-231-6281/FAX：011-231-6283
MAIL・・・info@h-hokenikai.com
H P ・・・http://www.h-hokenikai.com/

オンライン開催
（Zoomウェビナー）

⻑崎大学大学院 医⻭薬学総合研究科教授
⻑崎大学大学院 熱帯医学・グローバルヘルス研究科教授

2月１5日（水）までにWEBからお申込みください

主
催

コロナ時代の

ワクチン
日 時 2023年2月18日（土）15時～17時

どなたでも参加できます

講演メッセージ

森内 浩幸 氏

参加
無料

形 式 対 象

講 師

所属学会: American Academy of Pediatrics, American Society for 
Microbiology(ASM),Asian Society for Pediatric Research, Asian 
Society for Pediatric Infectious Diseases(President, ACPID 2018; 
Standing Committee member),⽇本⼩児科学会、⽇本⼩児保健協会（第62回
学術集会会頭）、⽇本⼩児感染症学会（理事⻑）、⽇本ウイルス学会（理事）、⽇本臨床ウ

イルス学会（幹事、第58回学術集会会頭)、他

申 込
※QRコードが読み取れない場合は本会HPからお申込みください

申込ページはこちら


